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No.19 北九州市水循環再生プラン（案） 

計画の 

概要 

①計画名、策定年月：北九州市水循環再生プラン（案）、平成１５年３月 
②対象流域または対象行政区界：北九州市 
③策定の枠組み：策定主体 北九州市 

検討主体 北九州市水循環再生プラン検討委員会 

検討期間 平成１３年８月～平成１４年５月 

 

策定の背

景、目的 

①背景 

北九州市は、２１世紀に向けた新しいまちづくりを進めるために、平成元年に『北

九州市ルネッサンス構想』を掲げ、種々の施策を推進している。その中で、『水辺

と緑とふれあいの“国際テクノロジー都市へ”』を基調テーマとし、目指す都市像

を実現する施策として『緑とウォーターフロントを生かした快適居住都市』を掲げ、

良好な水環境の創出・保全に努めている。 
市全体の水循環に係わる現状及び課題を把握し、将来の水循環に対する明確な展

望と、良好な水環境を再生・創出するための方向性を見出すことを目的に北九州市

水循環再生プランを策定するものである。 
 

②計画の基本理念・目標 

基本理念を「限りある水資源を大切にするとともに、良好な水の循環を再生し、

自然豊かで快適な水環境の回復と創出を図り、住みよい都市を構築する。」と定め

る。 

1)清らかで豊かな流れの回復 

快適な水環境の回復と創出をはかるため、良好な水循環を形成し、川やせせら

ぎ等の清らかで豊かな流れを回復する。 

2)安全な暮らしを守る 

地下浸透量や蒸発散量の増加、水辺の回復など水循環を良好にすることによ

り、水害を防ぎ、また、災害時に必要な水の確保を可能とし安全な暮らしを守る。

3)やすらぎのある水辺づくり 

自然、生物及び人との調和を図った健全な水辺空間を創出することにより、や

すらぎのある水辺づくりを図る。 

 

③計画期間 

短期（１０年後）、中期（３０年後）、長期（５０年後）とする。 
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現況把握 流域（行政区域）の現況 

降水量  ：１７２５ｍｍ 
下水道整備率：５２．９％ 

水収支図 
 

 

 

 

課題 水循環の現況と課題 
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対策の 

方針 

対策の基本方針 

基本理念に基づき掲げた３つの目標の実現に向けて、それぞれに対応する６つの

改善の課題から５つの方法に整理し、具体的な施策についての体系化を図る。 
「①清らかで豊かな流れの回復」については、河川流量の確保、水質の改善とい

った施策の方向を示し、「②安全な暮らしを守る」については、雨天時の流出量の

減少、有効利用による災害時に必要な水の確保といった方向を、「③やすらぎのあ

る水辺づくり」に対しては、水辺環境の保全・創出や水と緑の保全・回復といった

施策の方向とする。 
 

具体的対

策の概要 

①具体的対策の概要 

改善方法、具体的な施策、水循環再生の目標に対する効果をまとめたものを以下

に示す。 
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 ②実施スケジュール 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③関係主体の連携（推進体制） 
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